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す
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我
が
国
の
対
ア
フ
リ
カ
外
交
に
つ
い
て
の
官
房
長
官
秘
書
官
の
発
言
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
三
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
者
に
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
御
指
摘
の
『
会
見
』
及
び
『
発

言
』
が
行
わ
れ
た
事
実
は
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
石
兼
公
博
氏
は
ラ
シ
ャ
ド
・

フ
ァ
ラ
氏
に
会
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
日
に
ち
、
場
所
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
五
日
発
売
の
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
二
面
の
記
事
（
以
下
、
「
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
記
事
」
と
い
う
。
）
で
触

れ
て
い
る
内
容
に
関
し
て
、
外
務
省
は
石
兼
公
博
氏
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
確
認
を
し
た
の
か
。
石
兼
氏
に
対
し
て
確

認
を
行
っ
た
人
物
の
官
職
氏
名
及
び
確
認
の
形
態
、
日
に
ち
、
場
所
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
記
事
」
で
触
れ
て
い
る
、
石
兼
公
博
氏
が
「
�
鈴
木
と
ム
ル
ア
カ
に
関
わ
る
人
間
（
外
国
人
）
は
わ
が

国
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
�
鈴
木
議
員
に
相
談
す
る
こ
と
は
あ
な
た
方
の
不
利
益
に
な
る
」
と
の
旨
の
発
言
を
当
時
の
ラ

シ
ャ
ド
・
フ
ァ
ラ
在
日
本
ジ
ブ
チ
共
和
国
特
命
全
権
大
使
に
対
し
て
行
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
物
を
複
数

承
知
し
て
い
る
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
の
内
容
と
齟
齬
が
あ
る
と
思
料
す
る
。
二
の
確
認
に
対
し
て
石
兼
公
博
氏
が
事
実

を
述
べ
て
い
な
い
場
合
、
政
府
は
石
兼
氏
に
対
し
て
い
か
な
る
処
置
を
と
る
か
。

一



右
質
問
す
る
。

二


